
歴史あふれる旧江差線

レールウォーキング
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廃
止
か
ら
１
ヵ
月
近
く
。
な
り
ご
・
ｌ
一
く
さ
び
た
旧
江
差
探
の
鉄
路
を

歩
く
参
加
備
た
ち

思い出踏みしめ

江差線跡を散策
吉眉間

　-一一一一

木古内･旧鶴岡

　
｛
木
古
内
｝
’
・
・
良
江
垂
線
路

地
を
歩
く
「
歴
史
あ
ふ
れ
る
旧

江
差
綾
レ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
　
斤
秘
蔵
ラ
ス
ト
ラ
ン
対

応
委
員
会
￥
佃
〕
が
８
日
、
。
町

内
の
旧
渡
島
鶴
岡
駅
－
一
司
駅

間
で
行
わ
・
れ
た
。
。
町
内
外
か
ら

集
っ
・
た
約
5
0
人
が
、
緑
深
ま
る
・

風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
往
復
約

６
～
の
政
略
を
・
散
策
し
た
。

　
同
鳶
無
数
ぱ
Ｊ
Ｒ
江
差
線
木

古
内
－
汀
弟
商
の
廃
瞭
に
含
５

せ
た
グ
ッ
ズ
販
売
を
は
じ
め
、

５
月
ｕ
日
の
墨
跡
濯
ｇ
】
に
は

大
漁
旗
を
振
っ
ｆ
‐
厳
客
を
見
送

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
主
催
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は

そ
の
最
後
を
緬
め
く
く
る
行
事

と
な
っ
た
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
旧
渡
島
鶴

岡
駅
ホ
ー
ー
ム
に
は
、
国
鉄
時
代

の
駅
名
指
恢
が
一
時
的
に
戻
さ

れ
、
ス
タ
ー
ー
ト
前
に
参
加
者
を

盛
り
Ｉ
．
庁
だ
。
一
行
は
、
・
赤
く

さ
ぴ
た
レ
ー
ル
や
枕
木
が
残
る

鉄
路
を
り
蒔
間
ほ
ど
か
け
て
往

復
。
途
中
、
レ
ー
ル
の
刻
印
か

ら
レ
ー
ル
の
製
造
年
や
規
格
を

脱
み
取
る
方
法
や
、
江
差
瞭
の

犀
箆
一
説
も
行
わ
れ
、
参
加
者

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
ツ
オ
ー
ー
キ
ン
グ
後
は
、
鶴
岡

興
村
公
園
内
で
枝
垂
れ
桜
の
記

念
植
衝
や
、
・
。
江
差
嫁
追
・
想
」

と
刻
ま
れ
た
石
碑
。
の
除
幕
式
も

行
わ
れ
・
だ
。
怠
ヱ
ー
と
参
加
し
た

七
蝦
町
穴
中
山
。
の
主
婦
、
牧
野

轡
芙
さ
ん
（
3
6
）
は
『
な
か
な
か

歩
く
機
会
が
無
・
い
線
路
を
歩
け

て
貴
看
な
経
験
に
な
っ
』
ご
と

話
し
て
い
た
。
（
菊
池
圭
祐
）
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